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新型コロナウィルス感染症 市立病院の取り組み 
日野市立病院は、「東京都感染症診療協力

医療機関」の指定を受けています。 

東京都感染症診療協力医療機関は、新型

インフルエンザなど、感染症が疑われる患

者の外来診療と確定診断までの間の一時受

入れを行う役割を担っています。 

現在、市立病院北側の特別棟で発熱外来

を実施、特別棟の横には待機所としてテン

トが設置され、一般患者と接触しないよう

になっています。発熱外来では新型コロナ

ウィルス感染症の疑いがある方に対して

PCR 検査を実施します。 

市立病院での新型コロナウィルス感染症

の受け入れは中等症までで、重症患者は他

の病院に移送することになっています（現

在、新型コロナの患者さんが入院している

かどうかは公表されていません）。 

また、ＰＣＲ検査がなかなか受けられな

い状況が広がるなかで、東京都医師会は「Ｐ

ＣＲ検査センター」で検査が受けられるよ

うにすることを提起、日野医師会も「ＰＣ

Ｒ検査センター」の開設を検討しています。 

都の要請や患者数の減少が、経営に影響 
 市立病院の感染症対応ベッドは現在９床

ですが、東京都からは４０床の要請が来て

います。このベッド数を確保するには、一

つの病棟を専用にあけなければなりません。 

 さらに、感染を心配して病院に来ること

控える市民が増えていることなどから、外

来・入院・救急対応ともに減少しています。

このため、例年８０％程度はある病床利用

率が、現在は５０％程度にまで落ち込んで

います。患者数の減少や防護服など資材の

費用等、新型コロナ対応は、市立病院の経

営に深刻な影響を与えています。 

 また、市役所では、感染予防や業務の確

実な遂行のため、各部署の人員を半分に分

け交代に自宅勤務にするなどの対応がとら

れています。 

しかし、市立病院では自宅勤務の体制は

簡単ではなく、苦慮しています。 

 日野市立病院が「東京都感染症診療協力

医療機関」としての役割を果たし、なおか

つ、そこで働く職員の

命と健康を守るには、

国や東京都、日野市が

人的、物的支援を抜本

的に強めることが早急

が求められています。 

 



自宅待機の高齢者はどうなっているか 
 日本共産党市議団は、市内介護事業者な

どにも聞き取り調査を行っています。 

 ある介護事業者は「デイサービスは約５

割程度に落ち込んでいる。利用者宅に電話

を入れて安否確認をする形に切り替え、一

定報酬は出ることになったが、利用者は約

７割にとどまっている。感染拡大防止のた

め、新規利用者の受け入れは中止している。 

利用者宅を訪問するなかで『出かけない

と体力が落ちる』といった声も寄せられた。 

高齢者の運動能力の低下は心配だ。 

利用者が減少したため、デイサービスの

非常勤職員は出勤をやめている」と、深刻

な状況を話してくれました。 

 また、訪問介護事業者からは「事業所で

はマスクが手に入らないので、ヘルパーさ

んは手作りマスクを使用している。 

感染が疑われる利用者宅には、サージカ

ルマスクで行くがそれも一日１枚。訪問す

る順番を最後にするなどしているが、組み

替え作業自体が大変な作業。 

感染が疑われるところに訪問することへ

の不安もある。予防着やマスクの優先配布

をお願いしたい」との声が寄せられました。 

 

障害者の働く場も閉鎖、事業所の経営ひっ迫 
 市内の公共施設や大学等では、さまざま

な障害者団体がレストランやカフェを開き、

多くの障害者のみなさんが働いていました。 

しかし、感染拡大防止のために公共施設

等が利用禁止になり、こうした働く場もお

休みになってしまいました。 

 障害者の居場所確保ということで、公共

施設の使用そのものは継続させてもらった

り、テイクアウトや市役所ロビーでの物品

販売などをしたりと、さまざまな工夫をし

て、活動や事業を維持されています。 

しかし、収入は大幅に減り、これが長期

化すれば運営に支障が出かねないという声

がどこでも寄せられました。 

 また、障害者の入所施設では、集団で 

行っていたプログラムができなくなりまし

た。 

毎日行っていたプログラムができないこ

とで、精神的に不安定になる方も出て、一

部プログラムが復活されたものの、全て元

通りとはいきません。 

 市内の障害者関係の事業所が運営できな

くなれば、多くの障害者のみなさんの生活、

仕事の場が失われてしまいます。 

日野市は、国や都に働きかけるとともに、

あらゆる手立てを講じて守り抜いてほしい

と思います。 

 

畑だより・・・ 
 エンドウ豆がすくすくと伸びています 

 エンドウ豆の隣は、枝豆とインゲン豆 

 こう見ると、葉物よりも、 

豆類が好きなのがよくわかります 


